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株式会社ファーム・アライアンス・マネジメント

●技術の概要

●連絡先

株式会社ファーム・アライアンス・マネジメント
営業部農業ICTサービス課（担当：上村）
電話番号：096-273-8622
メールアドレス：support@farmalliance.net

チャットやデジ
タル情報のや
り取りができる

農業データを
取得できる

個人登録の場合 グループ登録の場合

農業ポータルアプリ「FarmChat（ファームチャット）」

FarmChatは、チャットツールと呼ばれるチャット機能を備えたコミニュ
ケーションアプリ内に、農業現場で求められる情報の検索ができる
機能や組織で求められる管理業務を効率化する機能・データ連携機
能などを詰め込めんだ、総合的な農業情報ポータルアプリ。
個人での利用とグループでの利用が可能です

項目
個人登録

（農業者のための機能）
グループ登録

（組織のための機能）

用途
農業データを
手軽に取得

組織の情報のやり取りを
効率化

利用
ユーザー
（想定）

農業データを取得
したいユーザー

生産部会の担当者
と部会員

登録方法
アプリストアから
ダウンロード

グループ登録申請
フォームを通じて契約

料金 無料
有料 100円/名/月額〜

（無料枠あり）

（表.個人登録とグループ登録の違い）

個人登録で利用可能な基本機能

グループ登録で利用可能な基本機能

グループ登録で利用可能なオプション機能

グループ登録では、管理者と農業者のネットワークを構築し、下記
の機能を活用して営農に係る情報のやり取りを円滑に進めます

ダウンロード（無料）

個人登録は、WAGRIから提供される農業データを取得することが
できる下記の機能を、アプリストアからダウンロード（無料）するだ
けで簡単に利用することができます
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株式会社ファーム・アライアンス・マネジメント

●技術の概要

チャット機能は、スマホアプリ版（iOS・アンドロイド両方）に加えて、PCのweb版でも利用可能です

自由にグループを作成
することができる

（例）トマト部会、なす部会など

チャットは、テキストだけでなく
画像、動画、ファイルも送付できる

（保存期間の制限もなし）

グループチャットで送付できる
項目は権限ごとに制限を
かけることができる

グループの管理者は既読者
の確認ができる

農業ポータルアプリ「FarmChat（ファームチャット）」のチャット機能の特徴
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株式会社ファーム・アライアンス・マネジメント

●【現状】営農相談へのアナログな対応
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株式会社ファーム・アライアンス・マネジメント

●【目指す姿】営農相談への対応をFarmChatをつかって自動化

FarmChatでは、集積した農業データを引き出して活用するための出口として「生成AI」の活用を進めております。
農業者から届いた相談内容をチャット情報として共有・蓄積し、学習データとして活用することで、今後の生成AIに
よる自動応答化に取り組んでいきたいと考えております。
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㈱ ISEKI Japan 九州カンパニー

●技術の概要

●連絡先

後付け自動操舵システム CHCNAV

㈱ISEKI Japan 九州カンパニー
営業推進部 担い手推進グループ
TEL:096-286-0303
HP:https://www.iseki-japan.co.jp/

既存のトラクタに電動ハンドルやGNSSアンテナ･モニ

ターを装着し、自動操舵します。位置情報を取得し、高
精度に自動直進します。（誤差2~3cm）
畝立て・マルチ張り作業、田植え等に活用されています。

●オペレーターの熟練度に関係なく、ボタン一つで高精
度な直進作業が可能
●高精度な直進作業になるため、
管理作業も等間隔で効率化
●作業経路を記録するため、
次回も同じ経路で作業できる
●トラクタに限らず、
田植機乗用管理機にも
利用できる（付替え可能）

ブラシ型パドル

除草剤を使わない水稲栽培で除草
作業の労力を大幅に軽減するロボット。

田植え後ロボットを投入し、水田全体
を完全自律走行で水を濁らせることで
雑草の光合成が妨げられ生育を抑制
します。

従来の機械除草の回数を削減でき、
より効率的でスマートな雑草対策です。
●株間も抑草
●クリーンなエネルギー（太陽光充電）
●扱いやすいサイズ（重量6kg）

自動抑草ロボット アイガモロボ
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